
帝
塚
山
短
期
大
学
紀
要

第
訂
号

一七
1
二
六
(
二
C
C
O

文
化
年
間
大
坂
中
ゥ
・
小
芝
居
の
興
行
に
つ
い
て

i

i
御
霊
芝
居
・
天
満
天
神
芝
居
を
中
心
に
し
て
l

i

御
霊
芝
居
を
中
心
に

文
化
年
間
の
御
霊
芝
居
は
、
次
の
よ
う
な
特
教
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
は
、

番
付
が
残
存
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
確
認
で
き
る
興
行
囲
数
が

甚
だ
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
確
認
で
き
る
輿
行
も
中
ゥ
・
子
供
芝
居

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
辻
、
歌
舞
伎
興
行
の
少
な
さ
に
対
し
て
、
浄
瑠
璃

芝
居
の
興
行
は
『
義
太
夫
年
表
」
(
義
太
夫
年
表
近
世
編
刊
行
会
)
に
よ
る
と
五

三
国
を
数
え
る
こ
と
で
あ
る

G

そ
こ
で
次
に
、
年
次
を
追
っ
て
こ
れ
ら
の
興
行
友
び
そ
の
特
教
を
み
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

一
克
年
度
の
興
行
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
の
み
一
回
の
興
行
が
確
認
さ
れ
る
。

「
役
者
寿
」
(
享
和
四
年
子
正
月
吉
E
刊
)
の
「
大
坂
諸
芝
居
顔
見
世
狂
言
外
題

日
誌
」
に
「
侮
霊
境
内
芝
居
細
工
人
作
田
左
右
馬
/
お
し
ゅ
ん
伝
兵
衛
河
原

立
引
/
染
模
禄
妹
背
門
松
/
新
う
す
ゆ
き
物
語
/
初
物
顔
見
世
献
立
証
言
」
と
あ

り
、
同
「
役
者
目
録
」
に
辻
「
御
霊
境
内
子
訣
芝
岩
惣
役
者
巨
録

纏
工
人

竹

須

二三巴

与主

信

山

田
左
右
馬
」
と
あ
り
、
竹
田
の
姓
を
持
っ
た
役
者
作
臣
秀
之
助
、
竹
田
百
太
郎
、

竹
田
他
蔵
等
二

O
人
が
記
さ
れ
て
い
る

G

こ
の
よ
う
な
評
判
判
記
の
記
述
か
ら
、
御

霊
境
内
で
は
文
北
元
年
度
の
顔
克
世
に
、
右
記
の
狂
言
で
、
竹
田
の
姓
を
持
っ
た

子
供
の
芝
岩
輿
行
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
興
行
の
正
確
な
興

行
日
は
記
載
が
禁
く
、
そ
れ
を
推
定
で
き
る
他
の
資
料
は
見
ら
れ
な
い
。

同
年
度
こ
の
他
の
興
行
に
つ
い
て
推
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
。

『
歌
舞
伎
年
表
』
(
伊
原
敏
郎
著
、
岩
波
書
庖
問
、
以
下
「
年
表
」
と
記
す
)
に
は
、

享
和
三
年
一
一
丹
頃
の
項
に
「
大
板
、
御
霊
境
内
、
細
工
入
竹
田
左
右
馬
、
「
河

原
立
引
」
「
妹
背
門
松
」
つ
つ
す
雪
」
「
初
物
頭
見
世
献
立
」
と
あ
る
c

他
の
興
行

の
記
述
は
晃
ら
れ
な
い

G

「
義
太
夫
年
表
」
に
は
浄
瑠
璃
興
行
は
一
[
自
記
さ
れ
て
い
る
。

二
年
度
の
輿
行
に
つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
輿
一
行
を
確
認
で
き
る
資
料
は
管
見
に
は

入
っ
て
い
な
い
む

「
年
表
」
に
も
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

「
義
太
夫
年
表
』
に
も
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
の
記
述
は
な
い
。
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三
年
度
の
興
行
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
の
み
一
自
の
輿
行
が
確
認
さ
れ
る
。

『
役
者
大
極
丸
」
(
文
化
三
年
寅
正
月
吉
日
刻
印
)
の
「
大
坂
座
牽
稲
荷
御
霊
三
芝
居

惣
役
者
目
録
」
に
、
座
摩
・
稲
荷
芝
居
に
続
い
て
、
「
御
霊
境
内
芝
居
縮
工
入

特
田
頼
母
」
と
あ
り
、
三
芝
居
に
出
勤
の
役
者
が
混
合
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
、
「
御
霊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
役
者
は
嵐
冠
三
郎
、
嵐
薦
議
、
藤
川
平
五
郎

等
一
五
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
毎
霊
芝
岩
で
は
三
年
震
の
顔
見
世
に

誌
右
記
の
産
組
で
興
行
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
興
行
の
正

確
な
興
行
自
及
び
狂
言
は
記
載
が
蕪
く
、
そ
れ
を
推
定
で
き
る
他
の
資
料
は
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
座
惑
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
竹
田
の
姓
を
持
っ
た
者
が
三
人
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
前
掲
の
一
瓦
年
度
『
役
者
寿
』
で
は
、
嵐
冠
三
郎
は
北
の
新
地

芝
居
に
、
山
風
蘭
蔵
と
浅
尾
綾
治
郎
は
稲
荷
芝
居
に
、
藤
川
平
五
郎
は
座
摩
芝
居
に

そ
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
役
者
の
状
況
か
ら
、
子
供
芝
居
か
、
或
い
は
そ

れ
に
限
り
な
く
近
い
中
ゥ
芝
居
と
推
定
さ
れ
る
む

再
年
度
こ
の
他
の
興
行
に
つ
い
て
推
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
。

「
年
表
」
に
辻
、
年
初
の
項
に
「
御
霊

間
(
細
工
入
)

竹
田
頼
母
」
と
あ

る

『
義
太
夫
年
表
』
に
は
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
は
六
回
記
さ
れ
て
い
る
。

四
年
度
の
興
行
に
つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
輿
行
を
確
認
で
き
る
資
料
は
管
見
に
は

入
っ
て
い
な
い
。

「
年
表
」
に
も
記
述
は
見
ら
れ
な
い
c

「
義
太
夫
年
表
」
に
は
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
辻
六
自
記
さ
れ
て
い
る
。

五
年
度
の
輿
行
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
の
み
一
回
の
興
行
が
確
認
さ
れ
る
。

「
役
者
手
柄
噺
」
(
文
化
五
年
長
正
月
吉
日
刊
)
に
「
大
坂
御
霊
境
内
芝
居
/
細
工

人
竹
田
陸
奥
」
と
あ
り
、
竹
田
の
姓
を
持
っ
た
役
者
竹
田
貫
三
郎
、
竹
田
平
五

郎
等
一
五
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
御
霊
芝
居
で
は
右
記
の
座
組

で
顔
見
世
頃
に
興
行
が
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の

興
行
の
正
確
な
興
行
日
及
び
狂
言
は
記
載
が
蕪
く
、
そ
れ
を
推
定
で
き
る
龍
の
資

料
辻
晃
ら
れ
な
い

G

ま
た
、
星
放
加
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
記
し
た
よ
う
に
竹
田

の
姓
を
持
っ
た
役
者
ば
か
乃
一
五
人
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
芝
岩
は
子

供
芝
冒
と
推
定
さ
れ
る
。

同
年
度
こ
の
他
の
輿
行
に
つ
い
て
推
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
。

「
年
表
」
に
は
、
年
初
の
項
に
「
御
霊
境
内
竹
田
陸
奥
」
と
あ

る。

結
工
人

『
義
太
夫
年
表
」
に
は
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
は
六
由
記
さ
れ
て
い
る
。
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六
年
震
の
興
行
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
の
み
一
自
の
興
行
が
確
認
さ
れ
る
。

「
役
者
大
学
』
(
文
化
六
年
己
正
月
吉
日
刊
)
に
、
「
錦
霊
境
内
芝
居
/
細
工
入

竹
田
宮
内
/
伊
賀
越
乗
掛
合
羽
十
冊
物
/
救
早
稲
玉
萌
芽
輝
ヵ
壱
幕
」
と
あ

り
、
竹
田
の
姓
を
持
っ
た
役
者
一
八
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
御

霊
芝
居
で
は
右
記
の
座
組
で
顔
見
世
頃
に
興
行
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ

れ
、
そ
の
輿
行
の
狂
言
は
右
記
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
興
行
の
正

確
な
興
行
日
は
、
記
載
が
蕪
く
、
そ
れ
を
推
定
で
き
る
他
の
資
料
は
見
ら
れ
な

い
c

ま
た
、
産
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
記
し
た
よ
う
に
竹
田
の
姓
を
持
っ
た

役
者
ば
か
り
一
八
人
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ち
、
同
芝
居
は
子
供
芝
岩
と
推
定

さ
れ
る
。

同
年
度
こ
の
飽
の
輿
行
に
つ
い
て
撞
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
。



「
年
表
」
に
は
、
興
行
の
記
述
は
晃
ら
れ
な
い

G

「
義
太
夫
年
表
」
に
は
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
一
行
は
七
自
記
さ
れ
て
い
る
。

七
年
度
、
八
年
度
そ
し
て
九
年
度
の
興
行
に
つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
興
行
を
確
認

で
き
る
資
料
は
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

「
年
表
』
に
も
そ
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

『
義
太
夫
年
表
』
に
辻
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
は
、
七
年
震
は
二
百
、
八
年
度
は

六
缶
、
九
年
度
は
六
屈
記
さ
れ
て
い
る
む

十
年
度
の
興
行
に
つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
興
行
を
確
認
で
き
る
番
付
は
管
見
に
は

入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
「
年
表
』
に
記
さ
れ
て
い
る
一

O
年
正
月
刊
の
評
判
記

『
役
者
出
情
噺
』
も
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
年
表
』
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。
「
大
阪
、
御
霊
、
竹
田
橘
太
郎
座
、
「
五
大
力
」
。
「
よ
し
ょ
し
義
経
最

展」
c
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
文
化
一
四
年
二
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
評
特
記
『
役
者
/

出
世
道
中
記
」
の
=
底
一
一
一
蔵
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
三
一
蔵
丈
ハ
京

都
生
立
一
一
て
文
化
九
年
申
の
冬
錦
霊
芝
屠
へ
初
て
お
下
リ
ニ
て
夫
人
D

だ
ん
だ
ん
錦

と
イ
キ
つ
よ
く
(
後
略
)
」
と
あ
る
。
嵐
三
載
は
文
化
九
年
九
丹
一
日

8
の
菌
犠

薬
師
芝
居
「
摂
掛
合
邦
辻
」
に
「
女
能
み
す
へ
・
け
い
せ
い
や
よ
ひ
・
さ
と
ひ

め
」
の
三
役
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
管
見
に
入
っ
て
い
る
因
幡
薬
師
芝

居
の
番
付
に
は
、
文
化
一

O
年
正
月
興
行
以
降
は
そ
の
名
は
見
え
な
い
。
こ
の
評

判
記
の
記
述
に
は
狂
言
名
や
輿
行
月
E
、
一
座
名
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
が
、
嵐
三

蔵
の
出
動
し
て
い
る
興
行
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
推
定
さ
れ
、
「
年
表
」
の
記
述

を
裏
付
け
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
c

ま
た
、
産
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
役
者
名

が
未
詳
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
定
出
来
な
い
。

そ
の
他
の
興
行
に
つ
い
て
の
資
料
は
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
c

「
年
表
』
に
は
、
「
十
月
廿
西
司
、
大
阪
、
御
霊
社
内
、
松
島
高
五
郎
窪
、
「
青

栴
現
」
c

「
苅
萱
」
。
「
詮
昔
曾
根
崎
村
噂
」
c

道
風
、
繁
氏
、
女
之
助
、
徳
兵
甫

(
森
之
助
)
。
」
と
あ
る
c

し
か
し
、
こ
こ
に
記
さ
せ
て
い
る
同
興
行
は
、
天
保
の

八
年
度
の
輿
行
で
あ
る
c

「
義
太
夫
年
表
』
に
は
、
浄
瑠
璃
芝
居
の
輿
行
は
六
回
記
さ
れ
て
い
る
。

一
年
衰
の
興
行
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
一
回
の
興
行
が
確
認
さ
れ
る
。

「
役
者
繁
栄
話
」
(
文
化
一
一
年
或
正
月
吉
日
刊
)
に
、
「
翻
り
ゃ
う
社
内
芝
岩
/

細
工
人
竹
田
橘
太
郎
/
碁
太
平
記
白
石
噺
/
植
木
屋
文
載
車
恋
風
」
と
あ
り
、

役
者
花
柄
岩
吉
、
藤
別
亀
松
、
坂
東
荒
太
郎
等
一
五
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

記
述
か
ら
、
御
霊
芝
居
で
は
一
一
月
頃
に
右
記
の
興
行
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
む
し
か
し
、
そ
の
輿
行
の
正
確
な
興
行
日
の
記
載
は
無
く
、
そ
れ
を

推
定
で
き
る
他
の
資
料
も
管
見
に
は
入
つ
て
な
い
。
ま
た
、
座
格
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
一
四
年
三
月
刊
行
の
「
役
者
/
出
世
道
中
記
」
に
は
、
花
柄
岩
吉
は
休

み
と
誌
あ
る
が
、
中
ゥ
芝
岩
の
項
に
記
さ
れ
て
お
り
、
坂
東
荒
太
部
と
大
谷
方
次

は
子
供
芝
居
の
一
項
に
そ
の
名
が
見
え
る

G

ま
た
、
葉
市
亀
松
等
四
人
は
一

C
年
九

月
の
荒
木
芝
岩
(
青
須
我
波
良
五
十
五
号
「
荒
木
芝
居
」
参
照
)
に
そ
の
名
が

見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
役
者
の
状
況
か
ら
、
子
供
芝
居
か
、
或
い
は
そ
れ
に
限
り

な
く
近
い
中
ゥ
芝
居
と
推
定
さ
れ
る
。

同
年
度
こ
の
他
の
興
行
に
つ
い
て
推
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
。

「
年
表
」
に
は
興
行
の
記
述
は
な
い
c

「
義
太
夫
年
表
」
に
詰
浄
理
璃
芝
語
の
輿
行
詰
一
由
記
さ
れ
て
い
る
c

一回一



一
二
年
度
の
興
行
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
一
回
の
興
行
が
確
認
さ
れ
る
。

「
役
者
醤
節
』
(
文
化
二
一
年
乙
亥
正
月
吉
日
刊
)
に
、
「
御
霊
芝
居
/
細
工
人
竹

田
橘
太
郎
」
と
あ
り
、
役
者
中
村
鶴
助
、
中
村
寄
助
、
三
条
若
松
等
二
一
人
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
御
霊
芝
居
で
は
右
記
の
座
組
で
一
一
月
頃
に
輿

行
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
輿
行
の
正
確
な
興
行
E
及
び

狂
言
に
つ
い
て
は
そ
の
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
未
詳
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
揚
の
「
役
者
/
出
世
道
中
記
」
(
文
化
一
西
年
三
月
刊
)
の
中
村

鶴
助
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

鶴
助
丈
ハ
江
戸
表
ふ
り
酎
の
先
生
藤
間
勘
十
郎
ど
の
、
の
御
子
息
ニ
て
芝
翫

丈
門
人
と
成
て
文
北
十
酉
の
春
御
上
坂
ニ
て
同
七
月
8
荒
木
芝
居
へ
お
勤
一
一

て
七
化
の
大
当
り
誠
に
芝
翫
丈
8
ょ
い
と
い
ふ
く
ら
い
の
評
を
取
夫
，
S
新
地

ま
た
い
な
り
御
霊
な
ぞ
一
一
て
も
勤
ら
れ
し
が
何
か
た
で
も
大
入
大
当
り
(
後

略
)

と
あ
る
。
右
の
評
判
記
に
は
、
中
村
鶴
勃
が
文
北
一

O
年
よ
り
上
坂
し
、
七
月
よ

り
荒
木
芝
語
、
北
の
新
地
芝
岩
、
揺
荷
芝
呈
そ
し
て
御
霊
芝
震
で
何
れ
も
「
七

色
」
を
勤
め
た
と
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
番
付
辻
、
「
七
丹
八
日
8
」
の
荒
木
芝

居
、
「
八
月
九
日
8
」
の
北
の
新
地
芝
居
、
そ
し
て
「
一

O
月
十
三
自
8
」
の
稲

荷
芝
居
が
あ
り
、
何
れ
も
、
中
村
鶴
助
が
「
七
変
化
」
を
勤
め
て
い
る
記
述
が
見

ら
れ
る
。
そ
れ
故
こ
れ
ら
の
輿
行
は
実
際
に
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
、
傷
霊
芝
居
の
番
付
は
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
御
霊
芝
居
で
も

「
七
変
化
」
の
興
行
が
為
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
興
行
日
に
つ
い

て
は
、
「
一

O
月
十
三
自
・
8
」
の
稲
荷
芝
屠
で
の
興
行
終
了
後
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
中
村
鶴
助
は
「
酉
霜
月
十
五
日
8
」
名
古
屋
揺
荷
錦
社
地
芝
居
に
於
い
て

「
け
い
せ
い
駅
路
梅
、
噴
ち
ょ
っ
と
七
化
」
を
漬
乙
て
お
り

y

、
同
座
組
と
御
霊
芝

居
の
評
判
記
に
記
述
の
産
組
と
は
、
中
村
鶴
勤
、
中
村
寄
助
、
中
村
寄
市
等
七
人

が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
御
霊
芝
居
芝
居
で
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
、
一
一
月
頃

に
細
工
入
竹
田
構
太
郎
が
「
碁
太
平
記
白
石
噺
・
他
」
の
興
行
を
行
っ
て
い
る
。

同
座
組
に
は
中
村
鶴
助
の
名
前
は
見
え
ず
、
ま
た
、
「
七
化
」
を
興
行
し
て
い
る

七
月
八

E
S
の
荒
木
芝
居
、
八
月
九
日
S
の
北
の
新
地
芝
居
、
そ
し
て
一

O
丹
十

三
日

8
の
稲
荷
芝
屠
の
座
組
と
は
全
く
異
な
る
c

そ
れ
故
、
御
霊
芝
居
で
の
中
村

鶴
助
の
「
七
化
」
は
、
再
興
行
経
了
以
隆
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
中
村
鶴
助
は
北
の
新
地
芝
居
の
窪
本
竹
盟
内
一
区
の
一
二
年
の
「
亥
三
丹

四
日

2
」
以
降
の
興
行
に
出
動
し
て
お
り
、
北
の
新
地
芝
居
の
同
座
組
と
御
霊
芝

居
の
評
判
記
に
記
さ
れ
た
座
組
と
は
、
中
村
和
市
を
除
い
て
他
は
一
致
し
て
い

る
。
そ
れ
故
、
中
村
鶴
助
が
御
霊
芝
居
で
「
七
化
」
を
演
じ
た
可
龍
性
は
、
北
の

新
地
芝
居
の
一
一
一
年
の
「
亥
三
月
四

B
S」
の
輿
行
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
侮
霊
芝
居
で
の
中
村
鶴
助
の
「
七
化
」
辻
、
二
年
度
顔
見
世
頃
の
興
行
終

了
以
隆
で
、
北
の
新
地
芝
居
の
一
二
年
の
「
亥
三
月
四
日

8
」
の
興
行
以
前
と
推

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
議
記
の
評
判
判
記
に
記
さ
れ
た
二
一
年
度
の
顔
見
世
頃
の
輿
仔

に
は
、
中
村
鶴
助
と
中
村
歌
劫
が
揃
っ
て
出
勤
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
一
年
度

の
顔
見
世
に
「
七
化
」
の
興
行
の
可
詫
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
産
格
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
前
記
し
た
よ
う
に
、
『
役
者
警
節
』
に
は
、
役
者
中
村
鶴
助
、
中

村
寄
助
、
三
条
若
松
等
二
一
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
一

O
年一

O
丹

一
三
日
止
の
稲
荷
の
子
供
芝
居
及
び
同
一
一
丹
二
二
日
8
の
名
吉
屋
稲
荷
芝
居
、

そ
し
て
一
一
年
三
月
四
日
止
の
北
の
新
地
芝
居
に
連
続
出
動
し
て
い
る
役
者
辻
中

村
鶴
助
、
中
村
寄
助
、
嵐
吉
之
助
等
八
人
い
る
。
ま
た
、
前
揚
の
一
西
年
三
月
刊

「
役
者
/
出
世
道
中
記
」
で
辻
、
中
村
鶴
勤
は
中
ゥ
芝
岩
の
「
若
手
三
一
韓
冠
」

に
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
嵐
吉
之
訪
は
中
ゥ
芝
岩
と
子
供
芝
岩
の
再
方
に
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記
さ
れ
て
い
る
。
子
供
芝
居
に
は
中
村
寄
場
と
三
条
若
松
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
役
者
の
状
況
か
ら
、
子
供
芝
晋
か
、
或
い
辻
そ
れ
に
譲
り
な
く
近
い
中
ゥ

芝
居
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
他
の
興
行
に
つ
い
て
誰
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
。

『
年
表
』
に
は
、
年
初
の
項
に
「
御
霊

同
(
細
工
人
)
竹
田
橘
太
郎
」
と
あ

る
c『

義
太
夫
年
表
』
に
は
、
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

一
三
年
度
の
興
行
は
、
「
役
者
謎
懸
論
」
(
文
化
十
三
丙
子
年
正
月
吉
日
刊
)
に
は

中
ゥ
・
子
供
芝
岩
の
興
行
に
つ
い
て
の
記
述
辻
見
ら
れ
な
い
の
で
、
顔
克
世
頃
に

興
行
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
未
詳
で
あ
る
c

し
か
し
、
前
掲
の
『
役
者
/

道
中
記
』
(
文
化
一
四
年
三
月
刊
)
に
は
次
に
記
す
よ
う
な
輿
行
が
見
ら
れ

出
量

る
つ
(
*
(
)
内
は
筆
者
が
記
し
た
)

-
嵐
熊
吉
の
項
に
は
、
「
昨
年
御
霊
芝
居
へ
お
下
り
ニ
て
秋
葉
話
一
一
関
の
戸
わ
か

な
み
さ
ほ
ご
ぜ
ん
三
や
く
と
も
し
と
や
か
に
て
よ
ふ
ム
り
升
た
」
。

-
中
村
鉄
三
部
の
要
に
は
、
「
昨
年
御
霊
一
一
て
秋
葉
話
に
お
く
が
た
藤
浪
二
ゃ
く

娘
か
つ
ら
ハ
大
役
を
で
か
さ
れ
升
た
(
後
略
)
」
。

-
松
島
七
十
郎
の
項
に
は
、
「
昨
年
ハ
一
」
川

d

御
霊
芝
震
の
お
つ
と
め
ニ
て
秋
葉
話

の
源
十
郎
主
水
金
兵
衛
三
ゃ
く
共
錦
功
者
で
ム
均
升
(
後
略
)
」

5

-
市
川
善
太
郎
の
項
に
は
、
「
昨
年
御
霊
一
一
て
娘
道
成
寺
を
致
さ
れ
升
た
が
よ
ふ

で
き
升
た
」
。

-
市
川
実
蔵
の
項
に
は
、
「
昨
年
御
霊
一
一
て
か
ま
く
ら
山
に
安
村
荒
次
郎
天
逸
坊

(
カ
)
薪
左
傷
門
隅
居
間
に
手
代
産
八
か
ず
見
山
-
一
岩
藤
(
後
略
)
」
。

-
松
島
松
助
の
一
項
に
は
、
「
昨
年
S
改
名
致
さ
れ
よ
い
や
っ
し
が
た
に
な
ら
れ
升

た
侮
霊
-
一
て
船
橋
に
与
五
作
隅
田
川
に
と
の
ゐ
之
介
二
ゃ
く
共
で
き
升
た

略)」
G

後

a-藤
山
花
清
の
項
に
は
、
「
去
年
調
霊
の
芝
岩
法
界
坊
を
致
さ
れ
た
が
是
ハ
立
や

く
口
口
つ
と
め
て
切
に
き
れ
い
な
女
形
を
し
て
み
せ
る

(
後
略
)
」
。

-
中
村
鶴
十
郎
の
項
に
は
、
「
近
頃
一
・
8
改
名
致
さ
れ
升
た
御
霊
で
や
ぶ
た
ど
く
あ

ん
ハ
大
分
で
き
升
た
当
春
ハ
出
き
ん
な
し
残
念
(
後
略
)
」
。

-
市
川
団
吉
の
項
に
は
、
「
昨
年
薪
地
で
戻
り
駕
*
(
四
月
六
巨
人
。
)
の
か
ぶ
ろ
を

致
さ
れ
き
つ
い
評
判
で
ム
り
升
た
そ
の
後
悔
霊
芝
居
一
一
て
五
ツ
化
も
大
き
に
さ
た

(
後
略
)
」
。

よ
く
去
冬
8
竹

E
の
座
本
を
お
っ
と
め

評
判
記
の
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
錦
霊
芝
居
で
辻
二
二
年
度
に
は
「
秋
葉

話
」
、
「
(
有
識
)
鎌
倉
山
」
、
「
隅
田
川
(
続
悌
)
」
、
「
加
々
見
出
(
田
錦
絵
)
」
、

「
(
け
い
せ
い
佐
野
の
)
船
橋
」
、
「
五
ツ
化
」
、
「
娘
道
成
寺
」
等
の
興
行
が
行
わ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
正
確
な
狂
言
名
は
未
詳
で
あ
り
、
(
)
内

に
は
役
名
か
ら
推
定
し
た
も
の
を
記
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
興
行
日
に
つ
い
て

も
、
「
五
ツ
化
」
の
興
行
が
北
の
新
地
芝
居
の
「
四
月
六

E
S」
の
「
戻
り
駕
」

の
興
行
終
了
後
と
い
う
こ
と
以
外
は
、
向
時
、
ど
の
様
な
組
合
せ
で
行
わ
れ
た
か

も
未
詳
で
あ
る
c

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
興
行
の
産
組
に
つ
い
て
も
未
詳
で
あ
る
む

ま
た
、
こ
れ
ら
の
芝
屠
の
産
揺
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
記
し
た
役
者
の
内
、
前

掲
の
一
四
年
三
月
刊
「
役
者
/
出
世
道
中
記
』
の
中
ゥ
芝
居
の
部
に
記
さ
紅
て

い
る
役
者
は
藤
間
花
情
と
松
島
七
十
郎
等
二
人
で
あ
り
、
他
の
嵐
熊
吉
等
七
人
は

子
供
芝
居
の
部
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
役
者
出
勤
の
状
況
か
ら
、
子
供

芝
居
か
、
或
い
は
そ
れ
に
限
り
な
く
近
い
中
ゥ
芝
居
と
推
定
さ
れ
る
む

右
記
の
興
行
以
外
に
、
・
谷
村
一
福
松
(
御
霊
)
の
項
に
は
、
「
昨
年
い
が
ご
へ

の
政
右
禽
門
大
役
を
よ
く
こ
な
さ
れ
升
た
当
春
玉
も
の
ま
え
に
長
道
く
ら
ん
ど
奴

- 21 



林
平
三
役
共
で
き
升
た
」
と
あ
り
、
こ
の
記
述
か
ら
、
当
春
興
行
に
は
御
霊
芝
置

の
「
玉
も
の
ま
え
」
に
出
動
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
「
い
が
ご
へ
の
政
右

衛
門
」
役
を
勤
め
た
輿
行
劇
場
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
御
霊
で
の
「
玉
も
の
ま

え
」
の
輿
行
は
子
供
芝
居
(
一
四
年
度
の
項
に
記
す
)
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
政
右

衛
門
」
と
い
う
大
役
を
譲
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
い
が
こ
へ
」
も
子
洪
芝
屠
と

考
え
ら
れ
る
。
二
二
年
度
中
に
「
伊
賀
越
」
を
輿
守
し
た
劇
場
は
、
管
見
で
は
大

芝
居
の
中
の
芝
居
だ
け
で
あ
り
、
同
芝
居
で
「
致
右
衛
門
」
役
は
「
片
岡
仁
左
禽

門
」
で
あ
る
。
記
述
の
中
に
敢
え
て
劇
場
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
前
後
か
ら
御
霊
芝
震
と
も
読
め
る
が
、
子
供
芝
居
の
残
存
の
番
付
及
び
記
述

は
少
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
記
述
だ
け
で
興
行
劇
場
を
推
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

「
年
表
』
に
も
こ
れ
ら
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

『
義
太
夫
年
表
」
に
は
、
浄
瑠
璃
芝
屠
の
興
行
詰
二
昌
記
さ
れ
て
い
る
。

一
四
年
度
の
興
一
行
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
一
回
の
興
行
が
確
認
さ
れ
る
。

前
掲
の
『
役
者
/
出
世
道
中
記
』
(
文
化
一
四
年
三
一
月
刊
)
の
「
宮
芝
居
惣
役

者
目
録
」
の
項
に
、
「
御
霊
芝
居
細
工
人
竹
田
左
内
」
と
あ
り
、
他
の
三
座

と
混
合
で
、
頭
取
藤
別
七
甫
、
役
者
市
川
甚
葉
、
中
山
勝
次
部
等
一
四
人
が
記
さ

れ
て
い
る
む
さ
ら
に
、
各
役
者
の
豆
否
問
定
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

-
市
出
甚
葉
の
項
に
は
、
「
当
春
玉
も
の
ま
へ
に
権
太
郎
役
さ
ち
さ
ら
と
で
き
升

た
切
に
祖
木
や
の
弥
七
」

-
中
村
勝
蔵
の
項
に
は
、
「
玉
も
の
ま
え
に
仕
了
十
作
奴
与
か
ん
平
二
役
共
よ
し

切
乃
に
う
へ
木
や
杢
右
衛
門
役
」

-
中
村
三
十
郎
の
項
に
は
、
「
玉
も
の
ま
え
に
よ
り

J

か
づ
神
主
お
り
べ
」

-
谷
村
福
松
の
項
に
は
、
「
当
春
た
ま
も
の
ま
へ
に
長
道
く
ら
ん
ど
奴
林
平
」

.
中
村
伸
市
の
項
に
は
、
「
玉
も
の
ま
え
に
三
浦
之
介
二
役
采
女
之
介
」

-
浅
尾
鬼
十
郎
の
項
に
は
、
「
玉
も
の
ま
へ
の
那
す
の
八
郎
手
丈
夫
に
よ
く
致
さ

れ
升
た
義
臣
伝
に
の
ぞ
き
や
の
太
四
郎
」

-
中
山
他
人
の
壌
に
は
、
「
玉
も
の
ま
へ
に
奴
鵠
介
仕
丁
治
郎
作
池
尻
三
ゃ
く
共

で
き
升
た
撞
木
や
の
兵
内
」

こ
れ
ら
の
評
判
記
の
記
述
か
ら
、
御
霊
芝
居
の
春
興
行
に
は
「
玉
藻
前
犠
訣
」

と
「
義
臣
伝
読
切
講
釈
」
が
興
行
さ
れ
た
と
誰
定
さ
れ
る
。

同
盟
ハ
行
の
芝
居
搭
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
『
役
者
/
出
世
道
中
記
』

の
下
の
巻
で
あ
る
。
こ
の
表
紙
に
は
「
子
侯
芝
居
げ
い
-
評
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
御

霊
芝
居
は
子
保
芝
居
と
推
定
さ
れ
る
c

「
年
表
」
に
も
そ
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

「
義
太
夫
年
表
」
に
は
、
浄
瑠
璃
芝
岩
の
興
行
は
毘
自
記
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
文
化
年
間
の
御
霊
芝
岩
の
特
畿
は
、

供
芝
居
又
は
そ
れ
に
限
り
な
く
近
い
中
ゥ
芝
居
輿
行
が
中
心
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
浄
理
璃
芝
居
の
輿
行
は
五
三
回
を
数
え
て
お

り
、
そ
の
際
の
興
行
主
は
歌
舞
投
興
行
時
の
座
本
で
は
な
く
、
太
夫
本
の
も
と
で

興
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
観
客
動
員
の
少
な
さ
に
よ

る
資
料
の
刊
行
部
数
の
少
な
き
ゃ
、
そ
れ
に
よ
る
残
存
率
の
悪
さ
ば
か
り
で
は
な

く
、
歌
舞
伎
興
行
そ
の
も
の
が
あ
ま
り
多
く
は
行
お
れ
て
い
な
か
っ
た
と
誰
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
が
主
に
行
わ
れ
て
い
た
芝
屠
小

屋
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
浄
瑠
璃
芝
居
の
輿
行

一
つ
に
は
、
子



も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
期
間
も
多
い
こ
と
か
ら
、
歌
舞
技
興
行
も
既
述
の
興
行
ば

か
り
で
は
な
く
、
未
完
の
興
行
も
行
わ
れ
て
い
た
可
龍
性
も
否
定
す
る
こ
と
辻
出

来
な
い
む

(
御
霊
芝
居
の
頂
了
)

|
|
|
天
満
天
神
芝
居
を
中
心
に
し
て

i
!

文
化
年
需
の
天
満
天
神
芝
岩
辻
、
次
の
よ
う
な
特
鍛
が
挙
げ
ら
れ
る
c

第
一
に

は
、
番
付
の
残
存
が
大
芝
居
に
よ
る
寄
進
芝
居
の
二
点
の
み
で
あ
る
c

第
二
に

は
、
確
認
で
き
る
興
仔
が
七
回
で
あ
り
、
甚
だ
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に

は
、
大
芝
居
は
寄
進
芝
居
の
二
回
だ
け
で
、
他
の
五
回
は
中
ゥ
・
子
供
芝
居
で
あ

る
c

第
五
に
は
、
浄
瑠
璃
輿
行
も
「
義
太
夫
年
表
」
(
義
太
夫
年
表
近
世
編
刊
行

会
)
に
よ
る
と
六
回
の
み
で
あ
る
c

そ
こ
で
次
に
、
年
次
を
追
っ
て
こ
れ
ら
の
興
行
及
び
そ
の
特
徴
を
み
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

元
年
度
の
興
行
に
つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
興
行
を
確
認
で
き
る
資
料
は
管
見
に
は

入
っ
て
い
な
い
c

『
歌
舞
伎
年
表
』
(
伊
原
敏
郎
著
、
岩
波
書
庖
刊
、
以
下
「
年
表
」
と
記
す
)
に
も
記

述
は
見
ら
れ
な
い
。

「
義
太
夫
年
表
』
に
も
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
む

二
年
度
の
興
行
法
、
評
判
記
に
よ
っ
て
の
み
二
田
確
認
さ
れ
る
c

一
一
回
は
、
「
役
者
正
札
前
』
(
文
化
二
年
丑
正
月
吉
日
時
)
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
天
満
天
神
境
内
芝
居
/
子
十
一
丹
中
旬
S

/
細
工

亀
谷
査
左
」
と
あ
り
、
狂
言
は
「
粂
仙
人
吉
野
桜
、
容
競
出
入
湊
、
産
前
引

合
狂
言
、
式
三
番
」
と
あ
均
、
亀
谷
の
姓
を
持
っ
た
役
者
亀
谷
重
太
部
、
亀
谷
甫

太
郎
、
亀
谷
あ
や
め
等
一
七
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
文
化

人二
年
の
「
子
十
一
月
中
匂

6
」
顔
見
世
輿
行
が
右
記
の
狂
言
と
崖
組
で
行
わ
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
座
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
記
さ
れ
て
い
る
全
員

が
亀
谷
の
姓
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
挟
芝
居
と
推
定
さ
れ
る
己

二

E
Eは
、
「
役
者
よ
し
ょ
し
」
(
文
化
二
年
丑
八
月
吉
日
開
)
に
よ
っ
て
で
あ

り
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
大
坂
天
溝
天
神
境
内
中
ゥ
芝
岩
/
細
工
人
亀
谷
登

左
/
八
丹
朔
自
」
と
あ
り
、
狂
言
は
「
長
埼
丸
山
細
晃
国
」
と
あ
り
、
役
者
市
別

重
太
郎
、
片
岡
仁
三
部
、
在
調
岩
吉
等
三
二
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記

述
か
ら
、
文
化
二
年
の
「
八
月
期
日

S
」
右
記
の
興
行
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
ま
た
、
座
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
記
し
た
よ
う
に
評
判
記
に
「
大

坂
天
満
天
神
境
内
中
ゥ
芝
居
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
ゥ
芝
居
と
推
定
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さ
れ
る
。

同
年
度
こ
の
龍
の
興
行
に
つ
て
推
定
で
き
る
資
料
は
持
た
を
い
。

「
年
表
」
に
は
、
年
初
の
項
に
「
大
阪
天
満
天
神
境
内
芝
岩

亀
谷

細
工
人

登
左
」
と
あ
る
。

『
義
太
夫
年
表
」
に
も
浄
瑠
璃
芝
岩
の
興
行
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

三
年
度
、
四
年
度
、
そ
し
て
五
年
度
の
興
行
に
つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
興
行
を
確

認
で
き
る
資
料
は
管
見
に
辻
入
っ
て
い
な
い
。

「
年
表
」
に
も
記
述
は
見
ら
れ
な
い
c

「
義
太
夫
年
表
」
に
辻
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
は
、
三
年
度
、
西
年
度
に
は
記
述

は
見
ら
れ
な
い
が
、
五
年
震
は
一
自
記
さ
れ
て
い
る

G



六
年
震
の
興
行
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
の
み
一
思
確
認
さ
れ
る
。

「
設
者
大
学
』
(
文
化
六
年
己
正
月
吉
日
刊
)
の
「
大
坂
社
地
三
芝
屠
惣
役
者
目

録
」
仁
、
「
天
満
境
内
芝
居
細
工
人
亀
谷
眉
弾
」
と
あ
れ
ノ
、
役
者
中
山
来

蔵
、
芳
沢
小
紫
、
藤
川
平
五
郎
等
一
五
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か

ら
、
文
化
六
年
度
の
顔
見
世
頃
に
右
記
の
興
行
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
座
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
同
一
五
人
の
役
者
の
内
、
話
記
の
二
年

「
八
月
期
日
」
よ
り
の
中
ゥ
芝
岩
の
興
行
の
座
組
に
芳
沢
小
紫
、
藤
山
平
五
郎
等

西
人
の
名
が
み
え
る

G

こ
の
こ
と
か
ら
、
再
興
行
も
中
ゥ
芝
岩
と
推
定
さ
れ
る
。

同
年
麦
こ
の
地
の
興
行
に
つ
て
推
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
c

『
年
表
」
に
は
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

『
義
太
夫
年
表
」
に
は
浄
瑠
璃
芝
居
の
輿
行
は
二
回
記
さ
れ
て
い
る
。

七
年
度
及
び
八
年
度
の
輿
行
に
つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
輿
行
を
確
認
で
き
る
資
料

は
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

『
年
表
」
に
も
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

「
義
太
夫
年
表
』
に
も
準
翠
璃
芝
屠
の
興
行
の
記
述
辻
見
ら
れ
な
い

G

九
年
度
の
輿
仔
に
つ
い
て
は
、
役
割
番
付
一
点
が
み
ら
れ
る
。

「
末
十
二
月
九
日
ヨ
リ
日
数
十
自
の
間
於
天
満
天
神
社
地
に
」
「
奉
納
寄
進
芝
居

奉
納
主
片
岡
仁
左
衛
門
/
嵐
吉
三
郎
」
「
物
ぐ
さ
太
郎
、
大
願
成
就
誓
神
通
、

極
山
姥
」
「
頭
取
山
本
新
吾
/
坂
東
新
五
部
/
世
話
人
坂
東
岩
右
構
内
」
と

あ
る
。
同
番
付
に
は
、
役
者
片
時
仁
左
衛
門
、
嵐
吉
三
部
、
浅
尾
奥
山
等
二
七
人

が
記
さ
れ
て
い
る
c

同
星
組
辻
、
「
文
化
八
年
辛
未
十
一
月
十
一
司
よ
り
四
条

南
劉
顔
見
世
」
興
行
、
藍
本
都
万
太
夫
の
産
組
と
嵐
吉
三
郎
、
山
風
冠
十
部
、
浅
屠

奥
山
等
一
一
人
が
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
役
者
の
一
致
か
ら
、
右
記
の
番
付
は

文
化
八
年
の
「
未
十
二
月
九
日
ヨ
リ
日
数
十
日
の
間
」
天
謂
天
神
社
地
の
奉
納
寄

進
芝
居
の
も
の
と
誰
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
慶
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
同
香
付
に

記
さ
れ
て
い
る
座
組
は
、
「
役
者
自
利
自
慢
』
(
文
化
十
年
酉
二
月
吉
日
刊
)
に
記
さ

れ
て
い
る
「
大
坂
大
芝
居
二
の
か
は
り
惣
役
者
目
諒
/
角
/
名
代
大
坂
太
左
禽

門
産
本
市
川
善
太
郎
」
の
塵
組
と
は
、
役
者
片
岡
仁
左
権
問
、
嵐
吉
三
部
、

浅
尾
奥
山
等
一
六
人
が
一
致
す
る
c

こ
の
こ
と
か
ら
、
天
溝
天
神
社
地
の
奉
納
寄

進
芝
岩
辻
大
芝
若
と
推
定
さ
れ
、
役
割
番
付
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
興

行
は
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
が
、

『
年
表
」
に
は
、
「
十
二
丹
、
大
阪
、
藤
川
産
(
中
)
、
天
満
天
神
宮
寄
進
芝

居
、
十
日
間
。
「
物
草
太
郎
」
。
「
大
願
成
就
誓
神
通
」
。
「
橿
山
姥
」
。
輿
行
入
、
仁

左
衛
門
、
吉
三
郎
。
右
看
板
ば
か
り
出
て
、
故
障
あ
り
て
狂
言
不
出
来
。
」
と
あ

る
。
そ
の
原
国
等
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
証
す
る

套
料
は
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
同
興
行
が
実
際
に
行
わ
れ
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
辻
推
定
で
き
な
い
。

同
年
麦
こ
の
他
の
興
行
に
つ
て
誰
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
。

「
義
太
夫
年
表
』
に
も
諦
瑠
璃
芝
居
の
輿
行
の
記
述
は
見
ら
れ
を
い
。
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一
0
年
度
及
び
一

一
年
度
の
興
行
に
つ
い
て
は
、

資
料
は
管
見
に
は
入
っ
て
い
な
い
c

「
年
表
』
に
も
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

「
義
太
夫
年
表
」
に
辻
、

い
る
c

歌
舞
伎
興
行
を
確
認
で
き
る

一
O
年
夏
の
浄
瑠
璃
芝
岩
の
興
行
辻
二
由
記
さ
れ
て

一
一
年
度
の
浄
瑠
璃
芝
岩
の
興
行
の
記
述
は
晃
ら
れ
な
い
。



一
二
年
度
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
の
み
一
回
確
認
さ
れ
る
。

『
役
者
警
節
』
(
文
化
十
二
年
乙
亥
正
月
吉
日
刊
)
に
は
、
「
天
神
芝
居
/
名
代
亀

谷
居
弾
」
と
あ
り
、
役
者
中
村
の
し
ほ
、
中
村
市
蔵
、
藤
川
鐘
九
郎
等
一
五
人
が

記
さ
れ
て
い
る
。
評
判
記
の
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
一
二
年
度
の
顔
見
世
頃
に

辻
、
右
記
の
興
行
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

G

し
か
し
、
そ
の
狂
言

に
つ
い
て
は
、
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
推
定
で
き
な
い
c

ま
た
、
再
興
行
の
産
格

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
同
興
一
行
に
出
勤
の
役
者
一
五
人
の
う
ち
、
「
役
者
/
出

道
中
記
」
(
丈
北
十
四
年

τ丑
の
三
月
吉
司
刊
)
の
子
供
芝
岩
の
部
に
記
さ
れ
て

い
る
役
者
は
、
藤
間
鐘
九
郎
等
三
人
で
あ
り
、
中
ゥ
芝
居
の
部
に
記
さ
れ
て
い
る

役
者
は
、
中
村
の
し
ほ
、
花
柄
岩
吉
、
中
村
市
蔵
、
市
川
よ
ね
三
の
四
人
で
あ

る
9

「
道
中
記
』
は
二
年
後
の
記
述
で
は
あ
る
が
、
中
村
の
し
ほ
、
花
桐
岩
吉
、

中
村
市
蔵
の
三
人
は
「
上
上
吉
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
役
者
の
状
況
か
ら
、
同

興
行
は
中
ゥ
芝
屠
と
推
定
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

同
年
度
こ
の
地
の
興
行
に
つ
て
推
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
。

『
年
表
』
に
は
、
年
初
の
項
に
、
「
天
神
亀
谷
居
聾
」
と
あ
る
。

世

名
代

『
義
太
夫
年
表
』
に
も
浄
瑠
璃
芝
居
の
興
行
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

一
三
年
度
の
輿
行
に
つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
輿
行
を
確
認
で
き
る
資
料
は
管
見
に

は
入
っ
て
い
な
い
。

「
年
表
』
に
も
記
述
は
見
ら
れ
な
い
c

「
義
太
夫
年
表
」
に
は
、
浄
器
璃
芝
岩
の
興
行
は
二
自
記
さ
れ
て
い
る
c

一
四
年
度
の
興
行
は
、
評
判
記
に
よ
っ
て
一
回
、
役
割
番
付
に
よ
っ
て
一
回
の

計
二
回
が
確
認
さ
れ
る
。

①
『
役
者
/
出
世
道
中
記
』
(
丈
化
十
四
年
了
丑
の
三
月
吉
司
刊
)
「
宮
芝
屠
惣

役
者
目
録
」
に
、
「
天
満
芝
居
細
工
入
亀
谷
登
左
」
と
あ
り
、
役
者
藤
川
鐘

九
郎
、
藤
川
柳
蔵
、
藤
川
み
さ
ほ
等
二
三
人
が
記
さ
れ
て
い
る
む

こ
れ
ら
の
役
者
の
「
芸
品
定
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

-
藤
山
鐘
九
部
の
項
に
は
、
「
此
度
天
神
芝
居
一
一
て
千
貫
樋
喜
藤
太
次
一
一
ひ
ら
か

な
の
権
四
郎
」

e葉
山
梯
裁
の
項
に
は
、
「
当
春
錦
作
と
名
が
へ
天
神
芝
岩
に
て
千
葉
捷
に
け
ん

も
っ
さ
ま
五
郎
後
室
ひ
ち
か
な
ニ
源
太
松
右
喬
門
さ
る
廻
し
の
与
次
郎
」

-
藤
川
虎
市
の
項
、
に
は
、
「
比
度
八
千
貫
樋
兵
車
郷
右
衛
門
さ
た
よ
く
ひ
ら
か
な

に
平
治
」

-
藤
間
み
さ
ほ
の
項
は
、
「
当
春
天
神
一
一
て
お
ち
ょ
お
く
が
た
ひ
ら
か
な
に
お
ふ

で
釘
れ
も
で
き
升
た
」

.
泉
市
十
載
の
項
江
、
「
当
春
ハ
喜
市
す
る
が
の
介
さ
る
遅
し
に
年
兵
禽
」

こ
れ
ら
に
記
さ
れ
て
い
る
狂
言
名
及
び
役
名
か
ら
、
文
化
一
四
年
度
の
天
満
天

神
芝
岩
の
春
興
行
に
「
(
道
中
)
千
貫
樋
」
、
「
ひ
ら
か
な
(
牽
衰
記
)
」
、
「
さ
る
廻

し
(
門
出
議
こ
の
興
行
が
、
前
記
の
座
組
で
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
c

ま
た
、
座
格
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
記
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
記
述
さ
れ
て
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い
る
の
は
「
役
者
/
出
世
道
中
記
』
の
下
の
巻
で
あ
る
。
こ
の
下
の
巻
の
表
紙

に
「
子
侯
芝
居
げ
い
評
」
と
あ
る
c

こ
の
こ
と
か
ら
右
記
の
興
行
は
子
供
芝
居
と

推
定
さ
れ
る
む

苦
役
割
番
付
「
丑
の
八
月
十
九
吾
よ
り
自
数
十
日
需
於
天
溝
天
神
社
内

社
奉
納
寄
進
芝
岩
」
「
ひ
ら
か
な
墓
衰
記
け
い
せ
い
開
設
の
鳴
戸
」
「
産
本
無
し

頭
取
中
山
甚
五
郎
坂
元
泉
卯
板
」

右
記
の
輿
行
の
産
組
は
、
「
文
化
十
三
年
丙
子
十
一
月
六
百

8

天
溝

四
条
北
側
大



芝
居
名
代
阜
雲
長
太
夫
/
布
袋
崖
梅
之
丞
L

「
北
条
時
頼
記
・
弛
」
の
興
行
の

産
組
と
は
役
者
展
三
五
部
、
十
市
川
川
蝦
十
部
、
中
村
歌
七
等
二
三
人
が
一
致
す
る
c

そ
れ
故
、
右
記
の
天
神
奉
納
寄
進
芝
岩
の
興
一
行
は
文
化
一
四
年
の
「
丑
の
八
月
十

九
日
よ
り
」
の
興
仔
と
誰
定
さ
れ
る
c

ま
た
、
再
興
行
の
産
搭
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
同
座
組
は
角
の
芝
居
の
「
丑
五
丹
十
日

S

座
本
中
村
歌
五
郎
頭
取
桐
の

谷
権
十
郎
」
の
座
組
と
役
者
嵐
三
五
郎
、
市
川
鍛
十
郎
、
中
村
歌
七
等
二
三
人
が

一
致
す
る
。
角
の
芝
居
は
大
芝
居
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
神
奉
納
寄
進
芝
居
で
の

右
記
の
輿
行
も
大
芝
居
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
在
記
の
奉
納
芝
居
が
実
際
に
興
行
が
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
浪
速
叢
書
(
第
五
)
」
(
浪
速
叢
書
刊
行
会
)
の
一
四
年
衰
の

項
に
、
「
八
月
天
溝
天
神
寄
進
芝
屠
興
行
」
と
記
る
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
も
前

記
の
在
言
の
興
行
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
資
料
で
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

'hv 

同
年
度
こ
の
他
の
輿
行
に
つ
て
推
定
で
き
る
資
料
は
持
た
な
い
。

「
年
表
」
に
は
八
月
の
項
に
、
「
八
月
十
九
日
、
大
阪
、
天
満
天
神
芝
居
、
天
満

天
神
寄
進
芝
語
、
「
ひ
ら
仮
名
、
平
次
、
松
在
帯
内
(
蝦
十
郎
)
巴
講
話
、
お
よ

し
(
松
江
)
千
鳥
(
よ
し
お
)
/
拐
、
「
吉
田
墨
」
c

夕
き
り
(
よ
し
を
)
伊
左
衛

門
(
三
五
郎
ご
と
あ
る
。

「
義
太
夫
年
表
』
に
は
浄
瑠
璃
芝
居
の
輿
行
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
文
化
年
間
の
天
満
天
神
芝
居
の
特
徴
は
、

は
、
確
認
さ
れ
て
い
る
歌
舞
伎
興
行
が
甚
だ
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
海
瑠
璃
芝
患

の
興
行
も
同
様
で
あ
る
c

次
に
、
奉
納
寄
進
芝
屠
を
除
く
と
、
興
行
の
芝
居
格

が
、
子
棋
芝
居
或
い
は
子
扶
芝
居
に
近
い
中
ゥ
芝
岩
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

一
つ
に

産
組
も
連
続
性
は
少
な
い
。
第
三
は
、
興
行
責
任
者
は
、
「
産
本
」
で
は
な
く
、

「
細
工
人
」
ま
た
辻
「
名
代
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
亀
谷
」
の
姓
を
持
っ
た
「
亀

谷
登
左
」
と
「
亀
谷
署
弾
」
の
二
人
が
興
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
芝

岩
の
興
行
も
二
回
は
名
代
と
し
て
「
亀
谷
眉
弾
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
三
つ
の
点
は
、
互
い
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
宮
地
の
境

内
で
行
わ
れ
て
い
る
芝
居
で
あ
り
、
同
芝
居
の
中
心
は
「
亀
谷
」
の
姓
を
持
っ
た

子
供
芝
居
或
い
は
そ
の
子
供
芝
居
に
近
い
中
ゥ
芝
屠
で
あ
る
c

そ
れ
故
、
残
存
の

資
料
も
少
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
観
客
動
員
数
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
判
明
し
て
い
る
興
行
の
産
組
に
は
互
い

に
一
致
役
者
が
非
常
に
少
な
く
、
互
い
に
産
組
の
連
続
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
多

く
の
興
行
が
連
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
辻
考
え
に
く
く
、
単
発
的
な
輿
行
で
は

な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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(
天
満
天
神
芝
居
の
頂
了
)


